
維持管理
地域全体の管路情報を基に、
定期的な点検・メンテナン
スを実施。管路の長寿命化と、
ストックの効率活用を実現
する。

設計
診断を基に老朽管更生の優先
順位を決定して、最適な工法
を選定。長寿命化計画を立案
する。さらに、地域全体の管
路情報をIT管理し、管路運
営をサポートする。

劣化度合いや管の形状、流路
管の埋設地の状況などに応じ
て、SPR工法はじめ各種工
法を活用したリニューアルを
行う。

施工
流路管の口径に合わせて、各
種の劣化調査を行う。遠隔操
作カメラや衝撃弾性波を用い
るなど先進技術を活用して正
確に診断。

調査・診断

積水化学工業株式会社
環境・ライフラインカンパニー
バリューチェーン事業推進部
〒105-8450  東京都港区虎ノ門 2-3-17
TEL : 03-5521-0741   
URL : http://www.eslontimes.com

問い合わせ

髙見浩三

積水化学工業　
取締役　専務執行役員

環境・ライフラインカンパニープレジデント

氏

積水化学工業が提供するバリューチェーンビジネス

ＳＰＲ工法は
発明と
先進技術の
集大成

既設管に発生したクラック プロファイルの断面SPR工法での施工状況施工後の管内状況

積
水
化
学
工
業

開
削・流
路
遮
断
は
不
要

長
寿
命
化
を
実
現
す
る

下
水
道
管
更
生
の
切
り
札

長
期
に
わ
た
る
道
路
の
通
行
止
め
や
下
水
道
管
の
流
路
遮
断
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た

下
水
道
管
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
た
。

開
削
不
要
で
水
を
流
し
た
ま
ま
工
事
が
で
き
る
。

し
か
も
、
管
路
の
長
寿
命
化
も
実
現
す
る「
Ｓ
Ｐ
Ｒ
工
法
」が
誕
生
し
た
か
ら
だ
。

 「
Ｓ
Ｐ
Ｒ
工
法
」の
実
際
と
可
能
性
に
つ
い
て
、
積
水
化
学
工
業
の
髙
見
浩
三
取
締
役
に
聞
い
た
。

注目される

水
ビジネス

　

13
年
３
月
、
Ｓ
Ｐ
Ｒ
工
法
の
開
発

と
実
用
化
は
、
生
産
工
学
・
生
産
技

術
の
開
発
、
高
度
生
産
方
式
の
実
施

な
ど
に
権
威
の
あ
る
大
河
内
賞
で
、

最
高
位
で
あ
る
大
河
内
記
念
賞
を
受

賞
し
た
。
独
創
的
な
工
法
と
実
用
性

の
高
さ
が
高
く
評
価
さ
れ
た
か
ら
だ
。

さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
な
ど
欧
州
の
都
市

再
生
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
13
年
度

の
国
土
交
通
大
臣
賞
「
循
環
の
み
ち

下
水
道
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

確
か
な
技
術
と
施
工
に
裏
付
け
ら

れ
た
Ｓ
Ｐ
Ｒ
工
法
を
中
心
に
、
積
水

化
学
工
業
は
水
イ
ン
フ
ラ
の
包
括
運

営
「
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
ビ
ジ
ネ

ス
」
を
提
案
す
る
。

　

下
水
道
を
例
に
取
れ
ば
、
精
密
か

つ
簡
便
な
調
査
・
診
断
シ
ス
テ
ム
で

劣
化
の
状
況
を
把
握
。
中
長
期
に
わ

た
る
補
修
・
運
用
計
画
を
策
定
し
、

包
括
的
な
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
う
。
さ
ら
に
Ｓ
Ｐ
Ｒ
工
法
を
中

心
と
し
た
更
生
・
更
新
工
事
と
、
運

転
管
理
や
日
常
点
検
を
行
っ
て
い
く
。

「
広
範
囲
、
長
期
に
わ
た
る
包
括
的

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
コ
ス

ト
も
大
幅
に
削
減
で
き
ま
す
」
と
髙

見
取
締
役
は
特
長
を
語
る
。

　

す
で
に
実
績
も
あ
る
。
例
え
ば
、

埼
玉
県
加
須
市
の
農
業
集
落
排
水
事

業
で
は
、
わ
が
国
初
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ※

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
導
入
し
た
。
コ
ス
ト
は

従
来
の
４
分
の
３
、
工
期
も
従
来
の

３
分
の
１
に
な
っ
た
と
い
う
。
自
治

体
と
し
て
は
、
初
期
投
資
を
抑
え
て
、

必
要
な
投
資
の
早
期
実
現
を
可
能
に

で
き
る
上
に
、
施
設
設
計
と
運
営
の

効
率
化
に
よ
り
、
ト
ー
タ
ル
ラ
イ
フ

コ
ス
ト
の
縮
減
を
期
待
で
き
る
。
ま

た
、
事
業
運
営
コ
ス
ト
が
詳
細
に
把

握
で
き
る
た
め
、
正
確
な
情
報
公
開

も
可
能
だ
。
コ
ス
ト
削
減
の
メ
リ
ッ

ト
は
住
民
に
還
元
で
き
る
し
、
長
期

に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
イ
ン
フ
ラ
を

利
用
で
き
る
わ
け
だ
。

　

老
朽
管
の
更
生
の
際
に
管
内
の
下

水
熱
を
回
収
す
る
機
能
を
組
み
込
み
、

建
物
の
空
調
に
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム

も
提
供
で
き
る
。「
未
利
用
の
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
新
た
な
収
益
源
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
未

来
型
の
街
づ
く
り
を
実
現
す
る
有
力

な
選
択
肢
の
一
つ
で
す
」（
髙
見
取

締
役
）。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
関
連
法
の
整
備
が
進
み
、

よ
り
活
用
し
や
す
い
環
境
が
整
い
つ

つ
あ
る
。
老
朽
イ
ン
フ
ラ
の
更
生
が
、

長
寿
命
化
や
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
と
い
う
プ
ラ
ス
の
価
値
も
も
た
ら

す
点
で
、
積
水
化
学
の
技
術
へ
の
注

目
が
さ
ら
に
高
ま
り
そ
う
だ
。

と
も
、
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
。
交

通
も
流
路
も
遮
断
し
な
い
、
新
た
な

工
法
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
っ
た
わ

け
だ
。

「
塩
ビ
を
活
用
し
た
補
修
技
術
の
開

発
を
テ
ー
マ
に
リ
サ
ー
チ
し
た
と
こ

ろ
、
塩
ビ
の
帯
材
を
パ
イ
プ
に
す
る

技
術
が
豪
州
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
」
と
、
髙
見
取
締
役
は
明
か

す
。
す
ぐ
に
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
、

そ
の
後
、
東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
、

足
立
建
設
工
業
と
の
共
同
開
発
を
進

め
て
き
た
。
こ
う
し
て
確
立
し
た
Ｓ

Ｐ
Ｒ
工
法
の
開
発
期
間
は
、
実
に
20

年
に
も
及
ぶ
。「
多
く
の
発
明
と
先
進

技
術
の
集
大
成
で
す
」
と
、
髙
見
取

締
役
は
胸
を
張
る
。

　

例
え
ば
、
帯
材
に
は
、
過
酷
な
環

境
条
件
に
も
耐
え
ら
れ
る
強
度
と
精

密
な
成
型
が
求
め
ら
れ
る
が
、
独
自

開
発
し
た
材
料
の
配
合
に
よ
っ
て
こ

れ
を
ク
リ
ア
。
製
管
作
業
を
行
う
機

械
は
、
分
解
組
み
立
て
の
簡
便
さ
と

コ
ン
パ
ク
ト
さ
を
追
求
し
た
。
管
の

形
状
を
問
わ
ず
施
工
で
き
る
こ
と
も

見
逃
せ
な
い
。
既
設
管
と
新
管
の
隙

間
に
充
填
す
る
樹
脂
系
モ
ル
タ
ル
は
、

収
縮
せ
ず
、
水
の
中
で
も
充
填
で
き

る
特
殊
な
も
の
だ
。
髙
見
取
締
役
は

「
現
場
で
の
実
証
を
通
じ
て
、
改

善
・
改
良
を
積
み
重
ね
て
き
た
の
で

す
」
と
説
明
す
る
。

　

近
年
、
道
路
陥
没
な
ど
が
相
次
ぎ
、

老
朽
化
へ
の
早
急
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
下
水
道
管
だ
が
、
海
外
で
も
事

情
は
同
じ
だ
。
例
え
ば
米
国
ア
ト
ラ

ン
タ
で
は
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
を
中
心

に
下
水
道
管
が
破
損
し
て
汚
水
が
漏

れ
出
す
た
め
、
街
中
に
臭
気
が
漂
う

あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
こ
の
惨
状
に
対

し
て
２
０
０
１
年
、
下
水
道
環
境
改

善
を
公
約
に
掲
げ
た
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

市
長
が
当
選
。
た
だ
ち
に
下
水
道
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
着
手
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
重
要
な
役
割
を
担

っ
た
の
が
、
積
水
化
学
工
業
で
あ
る
。

05
年
、
同
地
に
子
会
社
を
設
立
し
、

独
自
の
Ｓ
Ｐ
Ｒ
工
法
を
中
心
に
管
路

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｐ
Ｒ
工
法
と
は
、
塩
ビ
製
の
帯

板
を
ら
せ
ん
状
に
組
み
合
わ
せ
て
既

設
管
の
内
側
に
新
た
な
パ
イ
プ
を
作

り
、
新
旧
の
パ
イ
プ
の
隙
間
に
モ
ル

タ
ル
を
注
入
し
て
一
体
化
す
る
も
の

だ
。「
Ｓ
Ｐ
Ｒ
工
法
に
は
、
大
き
な
特

長
が
あ
り
ま
す
」
と
言
う
同
社
の
髙

見
浩
三
取
締
役
。「
開
削
が
不
要
な
上

に
、
水
を
流
し
た
ま
ま
で
工
事
を
行

え
る
の
で
す
」。

　

従
来
工
法
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な

い
簡
便
さ
と
低
コ
ス
ト
を
実
現
し
た

Ｓ
Ｐ
Ｒ
工
法
の
開
発
は
、
１
９
８
６

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
発
端
は
東
京

都
で
あ
る
。

　

全
国
に
先
駆
け
て
下
水
道
を
整
備

し
て
き
た
都
は
、
下
水
道
管
劣
化
の

問
題
に
も
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
。
新
た
に
敷
設
す
る
流
路
管
は
、

従
来
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
は
な
く

耐
久
性
の
高
い
塩
ビ
管
と
し
て
き
た

が
、
老
朽
管
の
更
生
が
緊
急
の
課
題

と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
口
径
の
大
き
い
管
は
幹
線
道
路

の
下
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
更
生
工
事
の
た
め
に
長
期
に
わ

た
っ
て
交
通
を
遮
断
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
ま
た
、
流
路
を
遮
断
す
る
こ

包
括
運
営
で
コ
ス
ト
削
減

熱
利
用
シ
ス
テ
ム
も
提
供

豊
富
な
実
績
と
確
か
な
施
工

開
発
期
間
は
実
に
20
年
以
上

※PFI･･････Private Finance Initiative：公共施設等の建設、
維持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を活
用して行う新しい手法。

施工後は、塩ビ製パイプ内を水が流れる。既
設老朽管の形を選ばないのも同工法の特長。
曲線部分も施工可能で、長寿命化も実現する。

施工は供用下でも行える。流水を遮断するこ
となく、帯材を既設管に沿わせて新パイプを
形成する。製管用機械もコンパクトだ。

コンクリートにひびが入った老朽
管の内部。硫化水素等の作用によ
るもので、触れただけでボロボロ
と崩れるケースもある。

らせん状に組み合わせて管を形成
するための塩ビ製帯材（プロファ
イル）。独自の材料配合で加工の
しやすさと高い耐久性を備える。

「週刊ダイヤモンド」2013 年 11月2日号から抜粋


